
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

日本版ライドシェア（自家用車活用事業）について

国土交通省 東北運輸局
自動車交通部 旅客第二課

令和６年11月21日

R6.11.21_地域公共交通に関する制度説明会_説明資料



日本版ライドシェア（自家用車活用事業）とは

地域交通において、人口減少等に伴う需要減や新型コロナの影響により、タクシー・バス等のドライバー
不足が深刻化するとともに、急増するインバウンド観光や季節・時間帯等で変動する移動需要に対応する
サービス提供の仕組みも不足している状況。
この「担い手」や「移動の足不足」という社会問題に対応するため、「デジタル行財政改革会議 中間とり
まとめ」（R5.12.20デジタル行財政改革会議決定）において、現状のタクシー事業では不足している移動
の足を、タクシー事業者の管理の下で、地域の自家用車や一般ドライバーを活用することで補う新たな仕
組みを創設することとなった。

背 景

事業概要
タクシー事業者が運送主体となり、タクシーが不足する地域・時期・時間帯において、地域の自家用車・
ドライバーを活用し、タクシーが不足する分の運送サービスを提供する事業。

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

０時 98% 98% 98% 98% 96% 89% 95%

１時 98% 98% 98% 97% 87% 67% 96%

２時 98% 99% 98% 99% 93% 66% 97%

３時 98% 98% 98% 98% 97% 70% 97%

４時 97% 98% 98% 98% 98% 87% 96%

５時 97% 97% 97% 98% 96% 95% 92%

６時 97% 97% 97% 98% 94% 97% 93%

７時 88% 91% 94% 94% 91% 98% 96%

８時 78% 81% 84% 85% 79% 98% 97%

９時 85% 85% 90% 88% 85% 97% 95%

１０時 95% 95% 96% 95% 92% 95% 93%

１１時 97% 97% 97% 97% 93% 94% 89%

１２時 97% 97% 97% 96% 95% 93% 88%

１３時 97% 98% 97% 97% 97% 94% 91%

１４時 98% 98% 98% 98% 97% 96% 94%

１５時 98% 98% 98% 98% 97% 96% 95%

１６時 98% 97% 98% 97% 96% 92% 95%

１７時 95% 93% 94% 92% 87% 85% 92%

１８時 94% 94% 93% 92% 85% 90% 95%

１９時 97% 97% 97% 97% 95% 93% 95%

２０時 98% 98% 98% 98% 97% 95% 95%

２１時 98% 98% 98% 98% 97% 96% 96%

２２時 98% 98% 98% 98% 98% 97% 97%

２３時 98% 98% 98% 98% 97% 97% 98%

タクシー配車アプリデータ等を活用して、タ
クシーが不足する地域・時期・時間帯を特定
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日本版ライドシェア（自家用車活用事業）の道路運送法上の整理
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日本版ライドシェア（自家用車活用事業）の運行形態・許可基準

① 利用者と事業者の間で運送契約が締結され、事業者が運送責任を負うものであること。※タクシー事業と同様

② 運送の引受け時に発着地が確定している運送であること。

③ 運送の引受けに当たって、自家用車活用事業による運送サービスが提供されることについて、利用者の事前
の承諾を得ていること。

④ 運賃及び料金は、タクシー事業の事前確定運賃制度に準ずること。

⑤ 運賃及び料金の支払い方法は、原則キャッシュレスによる方法であること。

⑥ 運送サービスの発地又は着地のいずれかが、事業者が許可を受けている営業区域内に存するものであること。

運行形態

対象地域、時期及び時間帯並びに車両数
⇨ タクシーが不足する地域等や不足車両数を、国土交通省が配車アプリ等のデータに基づき指定していること。

国土交通省が配車アプリのデータに基づき指定していない地域については、「その他地域」として指定。
資格要件

⇨ タクシー事業の許可を受けていること。（タクシー事業者だけが日本版ライドシェアの運送主体になり得る。）
管理運営体制

⇨ 運行管理、車両の整備管理や研修・教育を実施する体制が整えられていること。
⇨ 安全上支障のないよう、ドライバー勤務時間を（他の勤務先含め）把握すること。

損害賠償能力
⇨ タクシー事業と同等の任意保険（対人8,000万円以上及び対物200万円以上）に加入していること。

許可基準
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(参考)タクシー事業・日本版ライドシェア・公共ライドシェアの比較

公共ライドシェア
（法第78条第2号）

日本版ライドシェア
（法第78条第3号）

タクシー事業
（法第4条）

• 登録を受けた団体
（市町村、NPO法人、一般社団法人、社
会福祉法人、法人格を有しない社団、そ
の他）

• タクシー事業者• タクシー事業者運送主体・責任

• 公共交通会議・協議会の協議により決定

（例）事前予約によるデマンド型の運送
予約不要の定時定路線

• 営業所への配車依頼（電話等）
• 配車アプリによる引受
※日本版ライドシェアによる運送サー
ビスをを提供すことについて旅客の了
承が必要

• 流し営業
• 施設・路上での客待ち営業
• 営業所への配車依頼（電話等）
• 配車アプリによる引受

運送の引受け

• 公共交通会議・協議会の協議により決定
• タクシー運賃の８割以内が目安
（例）距離制・区間制

一乗車ごと定額（１回100円）

• 運行開始前に運賃を確定
※運送開始前に発着地間の距離を明ら
かにして、運賃を算出する。

• 距離制・時間制の運賃
※運送に要した時間・距離により運
送終了時点で運賃が確定する。
※距離制＝メーター運賃
※時間制＝貸切運賃

運賃・運送対価

• 第一種免許を有し、有償運送認定講習を
受講した者

• 第二種免許を有する者

• 第一種免許を有し、ドライバー選任以
前の２年間無事故かつ免許停止処分を
受けていない者

• 第二種免許を有する者
• 乗務開始前に会社から十分な指導教育

を受けた者

• 第二種免許を有する者
• 運転者登録機関で登録を受けた者
• 乗務開始前に会社から十分な指導

教育を受けた者
ドライバー

• 運送主体に使用権限がある自家用車• 運送者に使用権限がある自家用車• 事業用自動車使用車両

• 区域型の運行であれば、発地又は着地の
いずれかが営業区域内に存すること。

• その他、公共交通会議・協議会の協議に
より決定

• 発地又は着地のいずれかが営業区域内
に存すること。

• 運行はタクシーが不足する時期・時間
帯に限る。

• 運行可能な車両数は地域で不足する車
両数として国土交通省が示した車両数
に限る。

• 発地又は着地のいずれかが営業区
域内に存すること。運行に係る制限
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日本版ライドシェアの進め方 ～不足車両数～

不足車両数車両数が不足する曜日及び時間帯

各営業区域内のタクシー車両数（※）
の５％

（タクシー事業者に実施意向がある場合）
金・土： 16 時台～翌５時台

営業区域内の自治体が、
タクシー車両数が不足しているとして
運輸支局へ申し出た 車両数

営業区域内の自治体が、
タクシー車両数が不足しているとして
運輸支局へ申し出た 曜日及び時間帯

➜ タクシー事業者及び自治体からの申し出を随時受付

【タクシーが不足する時間帯と不足車両数】

・各数値は令和5年10月1日～令和5年12月31日の各社の配車アプリのデータに基づく。
・5月実施時点では、今回公表する不足車両数のうち5割を各社に配分するものとし、残りの5割については以後不足車両数を見直すタイミングで一定数を各
社に配分する。
・タクシー事業者からの申請車両数の合計が当該地域の不足車両数を超える場合は、申請車両数の比率に従い配分する。

１．配車アプリデータに基づき指定する地域（全国１２地域）

２．それ以外の地域（配車アプリのデータ等に基づき不足車両数の算出を行う地域以外）

【仙台市の状況】
・営業区域内の46社のうち9社から自家用車活用事業の実施意向があり、6月6日までに 9社に許可。
・6月7日から運行開始。

不足車両数
※マッチング率90％を確保
するために必要な車両数

車両数が不足する曜日及び時間帯
（最小マッチング率）

営業区域名
対象市

（登録車両数）
50台(84%)金 ：16時台～19時台仙台市

（仙台市全域）
（2,245台） 30台(76%)土 ： 0時台～ 3時台
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タクシーが不足する時期・時間帯と不足車両数

不足車両数車両が不足する曜日・時間帯

配車アプリデータに基づき公表
配車アプリが普及している都市部１２地域
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001730147.pdf （R6.3.13公表_4地域）
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001740734.pdf （R6.4.26公表_8地域）
（例）仙台市 金曜日16時台～19時台：50台不足 、土曜日0時台～3時台：30台不足

国土交通省が配車ア
プリ等のデータに基
づき指定した地域
（都市部１２地域）

各営業区域のタクシー車両数の5%を不足
分とみなす。

金曜日・土曜日
16時台～翌5時台

その他地域
（R6.3.29 本省旅客課長事務連絡）

事業者が運輸支局に事業実施を申
出るケース

タクシー営業区域内の自治体がタクシー
が不足していると申し出た車両数（申出
の際に根拠資料を示す必要がある）

タクシー営業区域内の自治体がタク
シーが不足していると申し出た曜日・
時間帯

その他地域
（R6.3.29 本省旅客課長事務連絡）

自治体が運輸支局に事業実施を申
出るケース

自家用車活用事業の使用可能車両数のす
べてを配分済みの地域において、タク
シー事業から使用可能車両数の引き上げ
について申出があった場合5%→10%に引
き上げる。

※配車依頼・承諾件数などの根拠が必要。

事業者がタクシーが不足する曜日・時
間帯について、具体的に申し出た場合、
「金曜日・土曜日16時台～翌5時台」
に関わらず稼働日を指定・拡大できる。

※配車依頼・承諾件数などの根拠が必要。

その他地域
（R6.9.17 本省旅客課長事務連絡）

事業者が運輸支局に事業実施を申
出るケースのバージョンアップ
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⑥許可

②実施意向について調査
当該営業区域に営業所を有する全てのタクシー事業者
（所定の意向調査票）

管轄の運輸支局

管轄の運輸支局

調査期間：７日間程度

⑤法人タクシー事業者による許可申請

意向調査終了後１０日後を目処

国土交通省 ①不足車両数の公表

東北運輸局

【法人タクシー事業者】
①金･土16時台～翌5時台
に自家用車活用事業を実
施する場合自家用車活用
事業の実施の意向を

【自治体】
①特定の曜日及び時間帯に
タクシー車両数が不足して
いる旨
※不足する旨の根拠資料

仙台市 その他の地域

東北運輸局

④調査結果を基に各社の使用車両数を決定のうえ事業者へ通知

③とりまとめ次第速やかに本省報告

国の作業
事業者の作業
地方自治体の作業

＊この資料は、令和6年９月末時点の情報に基づき作成しております。

実施の意向がある事業者は期日まで
調査票を運輸支局に提出

【法人タクシー事業者】
①特定の曜日及び時間帯
にタクシー車両数が不足
している旨
※不足する旨の根拠資料

管轄の運輸支局へ申し出 （※）

※ 運輸支局は当該営業区域のタクシー事業者に申出があった旨周知し、申出をしたタクシー事業者以外の事業者から運行実績の提出があった場合は、同実績も考慮する。

意向調査と許可申請の流れ（仙台市・その他の地域 ）

管轄の運輸支局へ申し出
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日本版ライドシェアの実施状況（仙台市・青森交通圏）

※1 増加人数＝(新規登録ドライバー数)－(抹消ドライバー数)
※2 稼働台数は、時間枠ごとに稼働していた台数の累計（稼働ドライバー数）

※3 運行回数は、実際に運行した回数の累計（実際乗客を乗せた延べドライバー数）

1台1時間
あたりの運行回数

（参考）タクシー：約0.7回
運行回数※3稼働台数※2登録ドライバー

増加人数※1

－－ー5人7月

青森
（青森）

7月26日から事業開始

約0.2回15回9台0人8月

約0.1回8回12台0人9月

約0回0回0台2人10月第1週
約0.1回3回2台0人10月第2週
約0回0回0台0人10月第3週
約0.1回1回1台0人10月第4週

約0.1回27回24台7人合計

1台1時間
あたりの運行回数

（参考）タクシー：約0.7回
運行回数※3稼働台数※2登録ドライバー

増加人数※1

約1.1回172回44台54人6月

宮城
（仙台市）

6月7日から事業開始

約0.7回248回75台11人7月

約0.7回207回65台5人8月

約1.1回192回50台0人9月
約1.1回63回12台7人10月第1週
約0.6回31回13台0人10月第2週
約0.9回24回8台0人10月第3週
約1.1回39回9台0人10月第4週

約0.9回952回276台77人合計
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マッチング率（仙台市）
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マッチング率（仙台市） 直近
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日本版ライドシェアのバージョンアップ

イベント開催時及び花見や紅葉等のシーズンにおける、
一時的な観光客等の移動需要の増加に対応するため、タ
クシー事業者団体が関係地方公共団体と調整・相談した
場合においても、日本版ライドシェアの供給拡充が可能
となりました。

11



管内の日本版ライドシェアの導入状況について

仙台市
R6.6.7から運行開始

【許可事業者数・車両数】
金曜日：９事業者・２５台
土曜日：５事業者・１５台

【実施時間帯】
金曜日の午後４時台から午後７時台
土曜日の午前０時台から午前３時台

秋田交通圏（秋田市）
R6.11.19現在 許可申請受付中
【実施時間帯】

金・土曜日の午後４時台
から翌日の午前５時台

【実施意向事業者・車両数】
４事業者・７台

尾花沢市
R6.11.7 許可（12月より実施予定）
【実施時間帯】

全日の午後４時台から午後８時台
※稼働日の指定・拡大

【許可事業者数・車両数】
１事業者・２台

青森交通圏（青森市等）
R6.7.26から運行開始
【実施時間帯】

金・土曜日の午後４時台
から翌日の午前５時台

【許可事業者数・車両数】
１事業者・６台

※青森交通圏…青森市の一部（旧浪岡町の区域を除く）、
平内町、蓬田村

二本松交通圏（二本松市）
R6.11.19現在 許可申請受付中
【実施時間帯】

平日の午前７時台から午後２時台
※稼働日の指定・拡大

※配車アプリが普及していない地域での導入

【実施意向事業者・車両数】
１事業者・１台

下閉伊郡（岩泉町等）
R6.11.19現在 許可申請受付中
【実施時間帯】

全日の午前７時台から午後７時台
※稼働日の指定・拡大

※下閉伊郡…宮古市の一部（旧田老町、新里村、川井村
の区域）、岩泉町、田野畑村

※配車アプリが普及していない地域での導入

【実施意向事業者・車両数】
３事業者・３台

大館市
R6.11.19現在 意向調査実施中
【実施時間帯】

金・土曜日の午後４時台
から翌日の午前５時台

※大館市…大館市の一部（旧田代町、比内町の区域を除
く）

※配車アプリが普及していない地域での導入

旧田代町

旧比内町

旧川井村

旧新里村

旧田老町
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ご清聴ありがとうございました

公共交通利用促進キャラクター
のりたろう


